
新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金

令和３年度大町市実施計画事業一覧

Ｎｏ 補助・単独
交付対象事業の

名称

　　　事業の概要
　　　　①目的・効果
　　　　②交付金を充当する経費内容
　　　　③積算根拠（対象数、単価等）
　　　　④事業の対象（交付対象者、対象施設等）

緊急経済対策との関係
交付対象事業の区分
（地域未来構想20との該当関係）

事業
始期

事業
終期

総事業費
(千円)

1 単
がんばろう！大町テ
イクアウトフェア

①コロナ感染症による影響を受けた飲食業への支援として、市内大型店の敷地内で市内飲食店
のテイクアウト商品を販売するイベントを実施(イベント開催による売上支援、個店や販売商品の
PRにより購買者を個店へ誘導)
②実施回数3回、20～30店舗・40～50品、販売単価500円～1,000円、来場者800人/回(400人/日
×2日)
③消耗品費50千円、印刷製本費700千円、広告料250千円、手数料50千円、委託料950千円、使用
料賃借料914千円
④市

①-Ⅲ-２．地域経済の活性化 ㉑いずれも該当しない R3.6 R4.3 2,914

2 単
保育所感染対策委託
料

①②新型コロナウイルス感染症予防対策として、未満児室の机・イス及びトイレのノブや手すりの
消毒等の委託業務
③委託料（未満児室のイス、机及びトイレのノブや手すりの消毒等）市内保育園（週3回から月1回）
615回×13,530円(税込み）＝8,321千円
④市（市内6保育園）

①-Ⅰ-１．マスク・消毒液等の確保 ㉑いずれも該当しない R3.4 R4.3 8,321

3 単
会議録作成システム
導入事業

①業務の自動化により、業務時間の短縮と３密対策を図り、感染症拡大防止に加え、感染拡大時
など非常時における行政サービスの維持向上を図る。
②③会議録作成システム使用料　1,056,000円（88,000円/月×12月）
④市

②-Ⅱ-１．デジタル改革 ④行政IT化 R3.4 R4.3 1,056

4 単
しなのおおまちワー
キングホリデー「むら
の暮らしコース」事業

①コロナ禍の中、働き方を見直す人や移住を考える人が増えており、美麻地域で一定期間滞在、
地域の仕事をしながら、地域の魅力を体験する「ふるさとワーキングホリデー事業」に取り組み、新
たな生活様式へ対応した交流人口や移住・定住者の創出を図る。
②③報償291千円（指導謝礼111千円・参加者支援180千円）、委託料399千円（受付事務及び受入
者案内）
④市

②-Ⅱ-６．地方への人の流れの促
進など活力ある地方創り

㉑いずれも該当しない R3.8 R4.3 690

5 単 妊産婦移動支援事業

①コロナ禍にあって、医療機関までの移動に不安を抱える妊産婦にタクシーチケットを配付し、安
心安全にかかりつけ医療機関を受診できるよう支援する。
②営業車両使用料
③８月以降に出産予定の妊産婦50人×2回×16,000円
④市

①-Ⅰ-３．医療提供体制の強化 ⑩医療 R3.7 R4.3 1,600

6 単
インバウンド推進事
業

①コロナ禍で外国からの観光客が途絶える中、コロナ明けを見越した観光PR（国内外での商談
会、SNSやWEB広告を核とした広告宣伝等）の実施など、大町市プロモーション委員会が行うイン
バウンド推進事業に負担金を支出する。
②事業費（商談会、ノベルティ、HP改修等）、広告宣伝費（SNS発信、WEB広告、パンフレット制作、
誌面広告、HP管理等）
③事業費82.9万円、広告宣伝費276.1万円
　　（資金内訳：市負担金300万円、団体自己資金59万円）
④大町市プロモーション委員会

①-Ⅰ-６．情報発信の充実 ㉑いずれも該当しない R3.4 R4.3 3,000

7 単
民間企業からの人材
派遣事業

①新型コロナウイルス感染症の影響により、地域の観光産業が大きな打撃を受けるとともに、観光
客の志向も大きく変化している。民間事業者の持つノウハウを活用し、観光振興計画策定への助
言、観光資源の活用や新たなコンテンツの開発（発掘）、商品造成など観光産業を中心とした地域
活性化に取り組み、コロナ禍、コロナ明けを見据えた観光誘客を推進する。
②民間事業者への業務負担金
③人材派遣302.5万円（＠55,000×55回）　活動費100万円
④市

①-Ⅲ-１．観光・運輸業、飲食業、イ
ベント・エンターテインメント事業等
に対する支援

㉑いずれも該当しない R3.5 R4.3 4,025

8 単
感染症対策店舗等支
援事業

①感染症の感染拡大防止を図るとともに、長野県が推奨している「信州の安心なお店」の店舗登
録を促進し、安全で安心な店舗等の利用環境づくりに向け支援金を支給する。
②支援金(環境衛生用品50千円上限、換気設備等100千円上限)
③事業費11,000千円（50千円×100事業者、100千円×60事業者）
④信州の安心なお店認証登録対象店舗等(13業種)

②-Ⅰ-４．知見に基づく感染防止対
策の徹底

㉑いずれも該当しない R3.9 R4.3 11,000

9 単
新型コロナ対応中小
企業者等特別応援金
事業

①感染症の影響により８月又は９月の売り上げが減少(前々年又は前年比30～50%未満)した中小
企業者等に対し、特別応援金を支給し経営を支援する。
②支援金（１事業者当たり10万円又は20万円）、事務費
③支援金9,000千円（60事業者×平均150千円）、報酬（会計年度任用職員）900千円、印刷150千
円、広告150千円
④市内中小企業者等の約2割を想定

①-Ⅱ-３．事業継続に困っている中
小・小規模事業者等への支援

㉑いずれも該当しない R3.9 R4.3 10,200



Ｎｏ 補助・単独
交付対象事業の

名称

　　　事業の概要
　　　　①目的・効果
　　　　②交付金を充当する経費内容
　　　　③積算根拠（対象数、単価等）
　　　　④事業の対象（交付対象者、対象施設等）

緊急経済対策との関係
交付対象事業の区分
（地域未来構想20との該当関係）

事業
始期

事業
終期

総事業費
(千円)

10 単
山小屋公益的機能維
持等支援金

①新型コロナウイルス感染症の対策により、山小屋は受入人数を大幅に削減するとともに、厳しい
自然条件の中にあるため感染対策が難しく、経営が危ぶまれる状況となっている。また、山小屋は
登山道の維持補修や避難対応等を行い、安全登山に大きな役割を担っており、経費も大きいこと
から支援金を交付する。
②支援金１施設あたり300千円
③事業費3,600千円（支援金300千円×12事業所）
④県「山小屋公益的機能維持支援金」対象12事業所

①-Ⅱ-３．事業継続に困っている中
小・小規模事業者等への支援

㉑いずれも該当しない R3.9 R4.3 3,600

11 単
スキー場新型コロナ
ウイルス感染症対策
事業補助金

①市内スキー場が取り組む新型コロナ感染症対策を支援するため、市内観光振興団体が実施す
る索道事業者へのコロナ感染症対策（換気設備の整備及びアクリル板、アルコール液、マスク、
フェイスシールドなどの備品や消耗品の購入等）に対する助成事業に負担金を支出し、冬季の観
光施設における感染対策を充実させ、利用者及び従業員の安心安全をさらに高める。
②負担金500千円
③助成（均等割＠150千円×２事業者・入込実績割＠50千円×１事業者、＠150千円×１事業者
④冬の観光宣伝協議会を介して索道事業者へ助成

①-Ⅰ-１．マスク・消毒液等の確保 ㉑いずれも該当しない R3.10 R4.3 500

12 単
PCR検査助成事業補
助金

①デルタ株等の新型コロナウイルスの感染拡大の抑止及びり患による重症化を防ぐため、自ら希
望してＰＣＲ検査を受ける市民に対し、自己負担額の一部を助成することにより、受検しやすい環
境を整備する。
②受検費用1人30,000円のうち、 1人10,000円を補助（自己負担額20,000円）。
③補助額一人10,000円×50人＝500,000円
④市民

①-Ⅰ-２．検査体制の強化と感染の
早期発見

㉑いずれも該当しない R3.4 R4.3 500

13 単
信濃おおまち宿泊
キャンペーン

①新型コロナウイルス感染症の影響により甚大な影響を受けている市内の宿泊施設（参加42施
設）に宿泊助成を行い、宿泊費用の低廉化を図ることで宿泊客の誘客を図る事業に対して負担金
を支出し、市内の宿泊業者の経営を支援する。
②負担金90,000千円
③宿泊助成（宿泊費10,000円以上＠4,000円×19,500名、宿泊費5,000円以上10,000円未満＠2,000
円×5,400名）、事務費等1200千円（ＨＰ150千円、広告宣伝950千円、振込手数料ほか100千円）
④大町市プロモーション委員会

①-Ⅲ-１．観光・運輸業、飲食業、イ
ベント・エンターテインメント事業等
に対する支援

㉑いずれも該当しない R3.9 R4.3 90,000

14 単
大町ふるさと応援便
事業

①緊急事態宣言等を受け、ふるさと大町への帰省を自粛し、県外で不安な生活を送っている市出
身の学生に向けて、地元のお米や飲料水のほか、市の特産品などを詰め合わせ宅配する。市内
特産館に物品の仕入れ、梱包、発送までを委託し実施。
②③委託料（物品3,288円×160名、宅配料225,590円、発送事務費128,000円、箱代68,720円、消
耗品費等16,610円）、印刷製本費85,000円
④市

①-Ⅱ-４．生活に困っている世帯や
個人への支援

㉑いずれも該当しない R3.8 R3.9 1,050

15 単
がんばろう！大町応
援券事業

①コロナ禍における市民生活を支援するとともに、市内での消費喚起を促し、市内経済の回復を図
るため、商工会議所への委託によりプレミアム付商品券「がんばろう！大町応援券2021」を発行す
る。
②委託料121,000千円、消耗品費270千円、印刷製本費480千円、郵送料1,440千円
③商品券委託121,000千円：換金費115,000千円(ﾌﾟﾚﾐｱﾑ分5,000円×23,000人・冊)、事務費6,000千
円(人件費等3,750千円、商品券作成1,500千円、広告宣伝400千円、通信運搬150千円、消耗品等
150千円、雑費50千円)
引換券発送費2,190千円：引換券用紙等270千円、封筒印刷等480千円、郵送料1,440千円
※事業者支援金（県交付金）35,400千円
④市

①-Ⅲ-２．地域経済の活性化 ㉑いずれも該当しない R3.8 R4.3 123,190

16 単
貸切バスツアー支援
事業補助金

①新型コロナウイルス感染症の影響により、個人旅行の低迷と特に団体旅行は激減し旅行事業者
並びにバス事業者の経営が危ぶまれる状況となっていることから、市内の旅行事業者が市内のバ
ス事業者を利用した団体バス旅行の商品造成を実施した実績に応じ補助金を交付する。
②補助金：団体貸切バス1台あたり：日帰り30千円、1泊2日60千円、送客人員1人あたり：日帰り
1,500円、1泊2日3千円。
③事業費4,000千円（700千円×４事業者、400千円×３事業者）
④旅行業法第3条及び第25条の規定に基づく市内に事業所等を置く法人７事業者

①-Ⅲ-１．観光・運輸業、飲食業、イ
ベント・エンターテインメント事業等
に対する支援

㉑いずれも該当しない R3.9 R4.3 4,000



Ｎｏ 補助・単独
交付対象事業の

名称

　　　事業の概要
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(千円)

17 単 バス事業者支援金

①バス事業者が保有するバスの維持管理は必要不可欠であるが、コロナ渦において団体旅行等
の激減により経営が危ぶまれる状況となっていることから、バス事業者に支援金を給付し、事業継
続とコロナ明けの観光需要の回復に対応できるようバス等の継続保有を支援する。
②現に保有しているバス車両の維持管理経費（車検代・自動車税）の25％相当の支援金
③支援金3,620千円
1事業者あたり基本支援額：50千円×５事業者
車両1台あたり支援額：大型車50千円×38台、中型車45千円×10台、小型車（マイクロバス・１ＢＯ
Ｘ）30千円×33台、その他車15千円×2台
④市内に事業所又は営業所を有し現にバス事業（道路運送法第3条の規定）を運営している者

①-Ⅲ-１．観光・運輸業、飲食業、イ
ベント・エンターテインメント事業等
に対する支援

㉑いずれも該当しない R3.4 R4.3 3,620

18 単
上原の湯新型コロナ
感染症対応修繕事業

①指定管理施設「上原の湯」内のトイレ、脱衣所等の手洗い水栓の自動化や空気清浄機等を設置
することで、利用者や職員の感染防止を図る。
②③修繕料（自動水栓化等）1,310千円：脱衣所640千円、介護浴室210千円、トイレ7箇所460千円
備品購入費228千円：空気清浄機等＠76千円×3台
④大町市コミュニティセンター上原の湯
※基本的対処方針（R3.11.19)
１頁29行目　基本的な感染対策（～、手洗い等の手指衛生、～）が重要
９頁11行目　感染拡大の防止の基本は、～、手洗い等の手指衛生、～等の基本的感染対策を徹
底

①-Ⅰ-１．マスク・消毒液等の確保 ㉑いずれも該当しない R3.10 R4.3 1,538

19 単
ぽかぽかランド新型
コロナウイルス感染
症対応修繕事業

①感染症対策として、指定管理施設「美麻温泉交流施設ぽかぽかランド」のトイレや洗面所の自動
水栓化等を行い、利用者や職員の感染防止を図る。
②③修繕料（自動水栓化等）1,931千円：レストラントイレ411千円、宴会場トイレ684千円、大浴場洗
面411千円、外トイレ425千円
④美麻温泉交流施設ぽかぽかランド
※基本的対処方針（R3.11.19)
１頁29行目　基本的な感染対策（～、手洗い等の手指衛生、～）が重要
９頁11行目　感染拡大の防止の基本は、～、手洗い等の手指衛生、～等の基本的感染対策を徹
底

②-Ⅰ-４．知見に基づく感染防止対
策の徹底

㉑いずれも該当しない R3.10 R4.3 1,931

20 単 特産品消費拡大事業

①感染症の影響により、販売量が大きく減少している特産品である日本酒について、宿泊キャン
ペーンの贈答品として活用し、販売を促進するとともに醸造元３社や酒類小売店等約20店舗の支
援につなげる。
②事業費3,000千円(報償費)
③600円(純米酒300ml/本)×5,000本
④市

①-Ⅱ-３．事業継続に困っている中
小・小規模事業者等への支援

㉑いずれも該当しない R3.9 R4.3 3,000

21 補
保育対策総合支援事
業費補助金

（新型コロナウイルス感染症対策支援事業）
①新型コロナウイルス感染症防止対策に必要な衛生用品等を購入する。また、私立幼稚園へ交付
金を支給し、新型コロナウイルス感染症防止対策に必要な衛生用品等の購入を支援する。
②衛生用品等購入費及び私立幼稚園へ交付金　計2,250千円
③4,500千円（消耗品781千円、修繕1,928千円、備品891千円、交付金900千円）
※国庫補助率1/2
④市内保育園

②-Ⅰ-１．医療提供体制の確保と医
療機関等への支援

㉑いずれも該当しない R3.4 R4.3 4,500

22 補
学校保健特別対策事
業費補助金

（感染症対策等の学校教育活動継続支援事業）
①各学校が感染症対策等を徹底するため、必要な衛生用品等の購入及び手洗い水栓の自動水
栓化を行う。また、夏季休業期間の短縮等により研修機会を逸した教職員に対し研修に必要な経
費を支援し、児童生徒の学習保障をするための取組を実施するに当たり、校長の判断で迅速かつ
柔軟に対応することができるよう、学校教育活動の円滑な運営を支援する。
②感染症対策物品等購入費及びトイレ手洗い自動水栓化等、職員研修費等8,800千円
③消耗品費（医薬材料含む感染症対策物品等）736千円
　修繕料（自動水栓化等）1241千円
　委託料（職員研修等）2,250千円
　備品購入費（感染症対策物品等）4,573千円
④市立学校

①-Ⅰ-１．マスク・消毒液等の確保 ㉑いずれも該当しない R3.4 R4.3 8,800



Ｎｏ 補助・単独
交付対象事業の

名称

　　　事業の概要
　　　　①目的・効果
　　　　②交付金を充当する経費内容
　　　　③積算根拠（対象数、単価等）
　　　　④事業の対象（交付対象者、対象施設等）

緊急経済対策との関係
交付対象事業の区分
（地域未来構想20との該当関係）

事業
始期

事業
終期

総事業費
(千円)

23 補
文化芸術振興費補助
金

（文化資源活用推進事業）
①新型コロナウイルス感染拡大により延期としていた北アルプス国際芸術祭を地域住民、地域関
係団体、長野県、市が一体となり、徹底した感染拡大防止対策を施し開催し、芸術文化の振興と多
様な人々の交流、国内外への強い発信を加速させていく。また、持続可能な地域づくりにおいて大
町の自然、最大の資源である「水」をコンセプトとすることで方向性を一にする、SDGs未来都市「水
が生まれる信濃おおまち」サステナブル・タウン構想の実現に向け令和2年からスタートした産官学
金連携によるプラットフォーム「みずのわプロジェクト」との強い連携により、アートを起点にしたまち
づくりが芸術文化の振興に留まらず、地域ブランドの向上、ひとづくり、社会課題への対応、環境と
の共生など幅広い分野に寄与していくことを目指す。
②実行委員会への負担金125,500千円のうち、補助対象64,768千円
③負担金（アートプロジェクト :ディレクター費7,000千円、作品制作費93,000千円、パフォーマンスプ
ログラム ：作品制作費14,924千円、広報宣伝費3,219千円、感染防止対策費 1,200千円、その他運
営費6,157千円）
④北アルプス国際芸術祭実行委員会

①-Ⅲ-２．地域経済の活性化
⑫文化芸術・スポーツ・コンテンツビ
ジネス

R3.4 R4.3 64,768

24 単
制度資金保証料補給
金

①コロナ感染症による影響により経営が悪化している中小企業者等に対して市制度融資資金貸付
時の信用保証料を補助することにより、借入時の負担を軽減し経営の支援・健全化を図る。
②制度資金保証料補給金26,600千円
③年間融資想定額（県・市）866,500千円
866,500千円×保証割合約3.07％≒26,600千円
④長野県信用保証協会(市内中小企業者)

①-Ⅱ-２．資金繰り対策 ㉑いずれも該当しない R3.4 R4.3 26,600

25 単
   温泉利用料減免に
よる受湯者運営支援
事業

①大町市温泉引湯事業実施要綱に定める受湯者(6者)は、コロナ感染症拡大によって観光客等が
減少している温泉供給先(旅館等)からの収入が激減し、厳しい経営状況となっている。受湯者が廃
業した場合、配湯先の旅館等温泉施設の営業への影響は甚大となる。そこで、一定割合以上の売
り上げが減少している受湯者に対して減少額に応じた温泉利用料の減免を行い、受湯者の安定経
営及び経営継続を支援する。
②大町市温泉引湯事業会計に繰出し、温泉利用料4,000千円を減免した上で、温泉購入代へ充当
③温泉購入代金20,000千円の内、4,000千円を充当
④市(大町市温泉引湯事業会計)

③-Ⅰ-４．事業者への支援 ㉑いずれも該当しない R4.2 R4.3 4,000

26 単
常盤公民館感染症対
策施設改修事業

①地区活動の重要拠点であり、指定避難所である公民館の基本的感染対策を強化するための施
設改修を行い、利用者や職員への新型コロナウイルス感染対策・健康管理を充実させることで、よ
り安心な活動の場を提供でき、住民がコロナ禍で中断・縮小している地区活動を再開、回復でき
る。
②講堂における換気のためのFIX窓から開閉可能窓への修繕費、学習室・事務室における換気に
伴って必要となる熱中症・寒冷対策のための空調設備の設置工事費
③修繕料902千円（窓1か所あたり90.2千円×10ヵ所）、工事費6,820千円（機器工事4,015千円、配
管・幹線・電源工事他2,805千円）
④市（常盤公民館）
※基本的対処方針（R3.11.19)
１頁25行目　基本的な感染対策（①密閉空間～の回避
９頁11行目　感染拡大の防止の基本は、～、換気等の基本的感染対策を徹底

③-Ⅰ-３．感染防止策の徹底 ①３密対策 R4.1 R4.3 7,722

27 単 保育所感染対策工事

①新型コロナウイルス感染症予防対策のため、市内保育園の一時保育室に手洗い設備（幼児用
マルチシンク）を設置する。
②③手洗い設備設置工事費1,000,000円（1か所）
④どんぐり保育園
※基本的対処方針（R3.11.19)
１頁29行目　基本的な感染対策（～、手洗い等の手指衛生、～）が重要
９頁11行目　感染拡大の防止の基本は、～、手洗い等の手指衛生、～等の基本的感染対策を徹
底

②-Ⅰ-４．知見に基づく感染防止対
策の徹底

㉑いずれも該当しない R3.10 R4.1 1,000



Ｎｏ 補助・単独
交付対象事業の

名称

　　　事業の概要
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　　　　②交付金を充当する経費内容
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(千円)

28 単
平公民館感染症対応
修繕事業

①施設内のトイレの手洗い水栓を自動化することで、利用者や職員への新型コロナウイルス感染
防止を図る。
②トイレ手洗いの自動水栓設置費
③修繕料187千円（37,400円×トイレ5箇所）
④市（平公民館）
※基本的対処方針（R3.11.19)
１頁29行目　基本的な感染対策（～、手洗い等の手指衛生、～）が重要
９頁11行目　感染拡大の防止の基本は、～、手洗い等の手指衛生、～等の基本的感染対策を徹
底

②-Ⅰ-４．知見に基づく感染防止対
策の徹底

㉑いずれも該当しない R3.10 R4.3 187

29 単
制度資金利子補給金
基金積立

①コロナ感染症による影響により経営が悪化している中小企業者等に対して市制度融資資金の利
子の一部(3年間)を補助することにより、コロナ禍における資金繰りを支援するとともに、経営の健
全化を図る。
②Ｒ３年度利子補給金15,000千円
③Ｒ３年度対象融資想定額(市)　862,000千円
862,000千円×補給率約0.58％×３年間≒15,000千円
④市内中小企業者等

①-Ⅱ-２．資金繰り対策 ㉑いずれも該当しない R3.4 R4.4以降 15,000

30 単
総合福祉センター空
調設備改修事業

①総合福祉センターはデイサービス等で高齢者や障がい者の利用が多く、災害時には福祉避難
所に指定されている。換気をしながら冷暖房効果を維持するためエアコン機能を強化し、利用者や
職員の健康管理を図る。
②空調設備設置費18,260千円
③工事請負費18,260千円（機械設備工事16,596千円、電気設備工事1,664千円）
④大町市総合福祉センター

③-Ⅰ-３．感染防止策の徹底 ①３密対策 R4.1 R4.3 18,260

31 単
軽症感染者等輸送事
業

①コロナウイルス感染の疑いある市民及び観光客を搬送するための専用車両の維持管理及び地
元タクシー会社へ委託する事業に対して経費の負担を行い、交通手段のない市民や観光客を感
染症指定病院への受診の搬送手段を確保するとともに、安心安全な観光地としての受入体制を整
備する。
②負担金846千円
③車両管理68,957円/月・１台×12カ月＝827,484円、運行費用17,850円（運行要請１回）
④信濃おおまち安心安全輸送車導入共同体(事務局：大町市観光協会)

①-Ⅲ-１．観光・運輸業、飲食業、イ
ベント・エンターテインメント事業等
に対する支援

㉑いずれも該当しない R3.4 R4.3 846

32 単
教師用タブレット購入
事業

①新型コロナウイルス感染症による学校の臨時休業等、緊急時において実施する遠隔学習に必
要な教師用タブレットを購入し児童生徒の継続的な学習を保障する。
②教師用タブレット購入費
③備品購入費855千円（45千円×19台）
④市立学校

①-Ⅰ-８．学校の臨時休業等を円
滑に進めるための環境整備

⑨教育 R3.4 R4.3 855

33 単
修学旅行キャンセル
負担金

①新型コロナウイルス感染症の感染拡大による修学旅行のキャンセル料等を支援し、保護者の経
済的な負担軽減を図る。
②修学旅行積立会計への負担金
③負担金288,900円（107人×2,700円）
④市立学校

②-Ⅱ-９．家計の暮らしと民需の下
支え

㉑いずれも該当しない R3.4 R4.3 289

34 単
貸切バス追加借上負
担金

①新型コロナウイルス感染症対策として、校外活動等で使用する貸切バスを追加で借上げ、バス
車内の密を防ぎ児童生徒の安全を確保する。これによる県観光機構が実施する「安心・安全な修
学旅行等サポート事業」の助成対象経費のうち、保護者負担相当額を市で負担する。
②学年会計への負担金
③負担金680千円
　小学校408千円（34千円×6校×2回）
　中学校272千円（34千円×4校×2回）
④市立学校

②-Ⅱ-９．家計の暮らしと民需の下
支え

㉑いずれも該当しない R3.4 R4.3 680

35 単
感染者発生施設等消
毒事業

①公共・公用施設等の施設において、利用者や職員等から新型コロナウイルスの陽性者が発生し
た施設や陽性者や濃厚接触者等が滞在した施設について、施設内の消毒等を行うことにより、感
染拡大を防止するともに、迅速な安心・安全な衛生環境の確保による早期の運営再開を図る。
②施設の消毒等に係る指定業者への手数料
③手数料8,000千円（500千円×8回、400千円×7回、300千円×4回）
④市

②-Ⅰ-４．知見に基づく感染防止対
策の徹底

㉑いずれも該当しない R3.4 R4.3 8,000
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36 単 学習旅行誘致事業

①大町市はR2.7SDGｓ未来都市として国から選定され、SDGｓの達成に向けて「大町市SDGｓ未来
都市計画」を策定している。アフターコロナを見据えて、当市観光資源の洗い出しや学習旅行ニー
ズの把握を行うとともに、協議会を設置し、SDGｓの要素を取り入れた学習旅行モデルを作成し、商
談会等を通じた学習旅行の誘致等に取り組む。
②専門職員の人件費332千円
③人件費　専門職員（１名）166,200円×2月
④市

③-Ⅲ-３．経済安全保障 ⑱新たな旅行 R4.2 R4.3 332

37 単
信濃大町プレミアム
付き観光タクシーチ
ケット販売事業

①新型コロナウイルス感染症の影響により、旅行の低迷等でタクシー利用者が激減し、タクシー事
業者の経営は厳しい状況である。委託事業によりタクシー料金の割引チケット（販売額3,000円、額
面5,000円）を販売し、タクシー利用者の増加を図るとともに、3蜜を回避する移動手段を利用しやす
くして、観光地としての受入体制の整備を図る。
②委託費6,250千円
③支援額5,000千円（割引2千円×チケット2,500枚）、事務経費1,250千円（ホームページ、ポス
ター、印刷、タクシー事業者への精算、販路拡大等）
④大町市観光協会

①-Ⅲ-１．観光・運輸業、飲食業、イ
ベント・エンターテインメント事業等
に対する支援

㉑いずれも該当しない R3.11 R4.3 6,250

38 単
市役所庁舎新型コロ
ナ感染症対応修繕事
業

①市役所庁舎内のトイレの手洗い水栓を自動化することで、来庁者や職員の感染防止を図る。
②自動水栓化に係る経費1,900千円
③修繕料：トイレ水洗19箇所×＠100千円
④大町市役所

③-Ⅰ-３．感染防止策の徹底 ㉑いずれも該当しない R4.1 R4.4以降 1,900

39 単
大町温泉郷旧酒の博
物館管理運営事業

①大町温泉郷は当市の中心的な宿泊施設地であるが、コロナ感染拡大により観光客が激減し、経
営が大打撃をを受けている。本年開催の北アルプス国際芸術祭で、大町温泉郷内の旧酒の博物
館内に作品を展示し多くの来場者があったため、その作品の展示及び観光客等が鑑賞する事業
へ補助を行い、、コロナ禍、コロナ明けを見据えた温泉郷への観光誘客を支援する。
　なお、R4.4月からは市温泉郷観光協会に経費等を補助する
②賃料、芸術祭品管理料
③賃料20千円/月×３カ月＝60千円、芸術祭品管理料144千円
④市

①-Ⅲ-１．観光・運輸業、飲食業、イ
ベント・エンターテインメント事業等
に対する支援

㉑いずれも該当しない R3.12 R4.3 204

40 単
公民館感染症対応修
繕事業

①施設内のトイレの手洗い水栓を自動化することで、利用者や職員の感染防止を図る。
②トイレ10箇所の手洗いの自動水栓設置費456千円
③修繕料１箇所あたり38,000円×水栓12箇所）
④市（常盤公民館、社公民館、八坂公民館）

③-Ⅰ-３．感染防止策の徹底 ㉑いずれも該当しない R4.1 R4.4以降 456


